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ポストコロナに対応した切り花のスマート農業技術生産および商流によるスマートリ
リービジネスモデルの実証
1.66ha　うち実証面積:0.28ha ★

　　　　（有）エフ･エフ･ヒライデ（栃木県宇都宮市）

実証課題名

経 営 概 要

有限会社エフ・エフ・ヒライデ
＜実証全体について＞

（e-mail：mail_to@hiraide.net   TEL: 028-660-8732）
株式会社 farmo
＜実証の進行管理について＞

（e-mail：support@farmo.info   TEL: 028-649-1740）
問い合わせ先

3 事業終了後の普及のための取組
○ネットワーク等を活用し、生産者だけでなく流通事業者等も対象に広く周知に取り組むとともに、農機具メーカーを含めた関係機関と連携しなが
ら実証成果の PRに併せて栃木県内各地域や生産組織の実情に応じた導入方法と他品目への波及についてを検討

導入技術 ①AI搭載門型防除 UGV による自動予察と薬剤散布　②環境計測装置によるモニタリング・データシェア
リング　③営農・労務管理のデータ化と経済性の分析　④産直ECシステムによる商品トレース・分析

①労務コスト 3％削減　②直販部門 25％以上の増加　③AI による害虫識別 80％以上の達成
④防除作業人数×時間の 10％削減　⑤全体の作業時間 3％削減

目　　標

2 導入技術の効果
①AI 搭載門型防除UGVによる自動予察と薬剤散布　 ②環境計測装置によるモニタリング・データシェアリング

③営農・労務管理のデータ化と経済性の分析 ④産直 ECシステムによる商品トレース・分析

●アブラムシの発生状況をAIに学習させ発生予察とAI搭載UGV(散
布装置 )の自動走行による農薬自動散布

●環境データ計測器（ファーモ）によりデータを自動収集し、クラウ
ド上で共有。遠隔地の他の生産者との技術検討を行う

●AGRIOS で作業量を見える化し、スマート技術導入の経済性を分析・評価 ●データロガーによる配送中から鑑賞中の温度、湿度、照度、重加速
度のモニタリング

1 目標に対する達成状況
①家庭内需要向けの切り花生産の低コスト化による労務コスト 3％削減　→　1.8%増で未達成
　※ユリ 1本あたりの作業時間は 23.4%減少し、生産性は向上
②家庭内需要向けの切り花 EC（電子商取引）での売上げ増による直販部門 25％以上の増加　→　47.7%向上で達成
③AI による害虫 (アブラムシ )識別 80％以上の達成　→　80.9%で達成
④防除作業人数×時間の 10％削減　→　48%削減で達成
⑤営農・労務管理のデジタル化による全体の作業時間 3％削減　→　1.8%増で未達成
　※EC販売量増加による作業量増加等が作業時間増の主な要因

① ③ ④②

▼慣行区に対する実証区削減率（％）

R3年度 R4年度

ロガーから取得された重加速度推移

実証成果

3-10 

自動走行台車ロボットを使った鳥獣被害の防止と農作業の軽労化・効率化の実証 

8ha（トウモロコシ2.5ha、花インゲン1.2ha、キャベツ1.3ha、その他3ha）　　　　
うち実証面積：トウモロコシ1.5ha、花インゲン0.6ha、キャベツ0.75ha

★

　　　　山口農園（群馬県中之条町）

実証課題名

経 営 概 要

露地野菜

( 株 ) ぐんま農業ビジネス研究所　（e-mail：shankouke78@gmail.com）問い合わせ先

3 事業終了後の普及のための取組
〇スマート農機を継続使用し、経営データを収集して経営成果を確認する。
〇継続使用で確認できた成果は、山口農園のＨＰに掲載する。
〇農業者や組織の視察等については、行政機関等と連携して対応し普及推進に努める。　
〇実践研修を希望する農業者については、関係者の協力を得て、経営に大きな支障がなければ受け入れる。

導 入 技 術 ①爆音機搭載台車ロボット　②農薬・除草剤散布台車ロボット　③積込・運搬台車ロボット　
④肥料散布台車ロボット

①トウモロコシ：人間の追払い時間60％程度削減、②花インゲン：農薬・除草剤散布時間60％程度
削減、③キャベツ：積込・運搬時間20％程度削減、④適正施肥により肥料散布量を10％程度削減

目　　標

1 目標に対する達成状況
〇トウモロコシ鳥獣の追払い：追払い時間を慣行の 1/3 程度に短縮できた。　　　　　　　　　　　　　　　　
〇花インゲン農薬散布作業：慣行の２人組作業が一人作業でできるようになり、農薬散布に係る延べ作業時間を 90％程度削減できた。
〇花インゲン除草剤散布作業：慣行の２人組作業が一人作業でできるようになり、 除草剤散布に係る延べ作業時間を 50％程度削減できた。
〇花インゲン肥料散布作業：慣行の 30kg 程度 /10a に対し、施肥設計量（20kg/10a）に沿った散布で、肥料散布量を 30％程度削減できた。
〇キャベツの積込運搬作業：慣行作業に比べ、収穫からトラックに積み込むまでの作業時間を 23％削減できた。
　　　　　　　　　　　　　　また、キャベツの入ったコンテナを人力で動かす回数を３回から１回に削減できた。

2 導入技術の効果
鳥獣追払い台車ロボット 花インゲン農薬・除草剤散布時間

キャベツ・収穫から積込までの作業時間 花インゲン肥料散布量

●爆音機を搭載した台車
ロボットを離れた場所
から安全に遠隔操作で
稼働させることができ
た。
●人間が巡回して追払い
行っていた時間を、慣
行の１/３程度にまで大
幅に短縮できた。

●慣行作業（動噴を使っ
ての２人組作業）に比
較して、1 人作業がで
きるようになった。
●散布作業時間の短縮の
ほか、軽労化が実現で
き、加えて農薬等の被
ばくリスクを大きく低
減できた。

●慣行作業（トラクター
にリアバケットをつけ
ての積込・運搬作業）
と比較して、作業時間
が23％程度削減できた。
●キャベツの入ったコンテナ
を人間が動かす回数は 3 回
から 1 回に削減でき、作業
の軽労化につながった。

●慣行作業（肥料の入っ
た袋を背負って人力で
散布）に比較して、散
布ムラが少なく均一散
布ができるようになっ
た。また、軽労化がで
きた。
●散布時間は 40％ほど
短縮できた。

① ② ③

実証成果
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実証テーマ  強靭な地域農業　 品目  トウモロコシ、花インゲン、キャベツ




